
背景　：放牧場で育成した子牛は、子牛セリ市場にお
いて評価が低い状況にありました。これは、肥育農家の
不安材料となる一因として、①畜舎内で育成した子牛と
比べて発育が劣る、②放牧育成した素牛の肥育特性が
明らかではない、というものがあったからです。そこで放
牧場産子の市場評価向上のためには、その後の肥育
成績が舎飼育成された肥育素牛と同等であることを検
証する必要がありました。
　今回の調査では、放牧場産子と舎飼産子を一般肥育
農家において同一条件で肥育して、その産肉成績につ
いて比較・検討しました。

検証方法　：放牧場産子と舎飼産子を10～27ケ月齢ま
で同一条件で肥育しました。

検証結果
（1）発育

・放牧場産子は濃厚飼料で５％、粗飼料で19％多く
　食い込みました。
・肥育始めは、放牧場産子は舎飼産子よりも発育が
　劣っていましたが、終了時には放牧場産子732kg、
　舎飼産子697kgと逆転しました。

（2）枝肉成績

注）舎飼産子、放牧場産子の各区は福島県有種雄牛で
　　同様の血統構成とした
　　全国値・福島県値「平成12年度黒毛和種肉質向上
　　緊急対策事業」（(社)家畜改良事業団）
　　舎飼・放牧場産子の平均出荷月齢は27～28ヵ月齢、
　　全国値は30ヵ月齢、福島県値は31ヵ月齢

・放牧場産子でも、良好な発育・優れた枝肉成績！

実証農家の所感　：(放牧場産子の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　メリットと感じるもの)

　実証農家は、事故・病気
が少ないことを放牧場産子
最大のメリットと感じてお
り、次いで、枝肉重量が大
きくなることを高く評価して
いて、今後も積極的に放牧
場産子を導入したい！とい
う意向でした。
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